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現代

江
戸
時
代
か
ら
河
岸
端
通
り
と
言
わ
れ
て

す
い
か

い
る
通
り
道
は
、
お
旅
祭
り
や
西
瓜
祭
り
で

う
は
し

莵
橋
神
社
か
ら
本
蓮
寺
ま
で
の
道
路
の
両
側

に
多
数
の
露
店
が
並
び
大
変
な
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
る
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
時

代
を
通
し
て
、
小
松
の
旧
市
街
地
で
最
も
時

代
の
変
遷
を
受
け
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

京
町
交
差
点
の
旧
小
松
郵
便
局
前
広
場

（
九
竜
橋
付
近
）は
、
藩
政
時
代
に
は
「
札
の

辻
」
と
い
い
、
幕
府（
藩
も
含
む
）の
法
令
が

高
札
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
。
明
治
二
十

年（
一
八
八
七
）頃
ま
で
は
、
宿
駅
小
松
の
中

心
と
し
て
、多
数
の
旅
館
が
軒
を
並
べ
、そ
の

繁
栄
は
北
陸
本
線
の
開
通
ま
で
続
い
て
い
た
。

太
平
洋
戦
争
後
に
か
け

て
生
活
必
需
品
が
切
符
配

給
制
に
な
り
、
品
物
不
足

の
中
で
河
岸
端
通
り
で
は

次
々
と
店
が
開
か
れ
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
は
、

河
岸
端
通
り
の
両
側
に
は
、

旧
小
松
郵
便
局
、
北
陸
銀

行
小
松
支
店
、
犬
丸
屋
魚

店
、
マ
ル
ホ
薬
局
な
ど
商

店
や
住
宅
が
約
九
五
軒
あ

っ
た
。

か

し

ば
た

に
ぎ

河
岸
端
通
り
の
賑
わ
い
と
変
遷

10

小松京町九竜橋詰（小松市立図書館所蔵） この橋の付近は、北陸本線の開通まで宿駅小松の中
心として栄えた。左側に高札を掲げた高札場、その手前に里程元標がある。（明治前・中期）

小松細見之図（金沢市立玉川図書館所蔵）「河岸端ト云此
筋惣名也」と記されている

河河岸岸端端トト云云
此此筋筋惣惣名名也也
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昭
和
四
十
年
代

昭
和
四
十
四
年
（
一
九

六
九
）、
小
松
空
港
へ
の
車
の
渋
滞
を
緩
和

す
る
た
め
、
本
蓮
寺
か
ら
北
陸
本
線
と
立
体

交
差
（
陸
橋
）
し
て
新
国
道
八
号
（
現
・
国

道
三
〇
五
）
に
結
ぶ
道
路
が
完
成
し
た
。
そ

の
結
果
、
小
松
郵
便
局
を
は
じ
め
官
公
庁
等

が
新
国
道
八
号
筋
に
転
出
し
た
。
都
市
街
路

拡
幅
に
伴
う
河
岸
端
通
り
商
店
街
整
備
事
業

と
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
、
旧
小
松
郵

便
局
跡
地
に
鉄
筋
三
階
建
て
の
共
同
ビ
ル

「
京
ビ
ル
」、
昭
和
四
十
七
年
五
月
、「
京
ビ

ル
」
と
交
差
点
を
は
さ
ん
で
向
き
合
う
よ
う

に
「
河
岸
端
ビ
ル
」
が
完
成
し
た
。
橋
北
地

区
の
中
核
店
舗
と
し
て
近
代
化
が
進
め
ら
れ
、

買
い
物
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

平
成
時
代

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
か

ら
空
港
軽
海
線
（
浜
田
町
〜
細
工
町
）
の
四

車
線
化
の
整
備
工
事
に
よ
り「
京
ビ
ル
」、「
河

岸
端
ビ
ル
」、
商
店
や
住
宅
な
ど
が
立
ち
の

き
、
九
竜
橋
川
右
岸
の
建
造
物
は
撤
去
さ
れ
、

昔
の
景
観
が
一
変
し
た
。
工
事
着
工
か
ら
約

二
〇
年
経
過
し
、
全
線
供
用
が
ま
た
れ
る
。

空
港
軽
海
線
は
、
西
側
は
小
松
空
港
や
北
陸

自
動
車
道
小
松
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

付
近
ま
で
伸
び
、
東
側
は
国
道
八
号
、
加
賀

産
業
開
発
道
路
な
ど
を
つ
な
い
で
い
る
。
Ｊ

Ｒ
小
松
駅
、
市
役
所
付
近
を
通
り
、
小
松
の

玄
関
口
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な
幹
線
道

路
で
、
四
車
線
化
に
よ
り
中
心
市
街
地
の
東

西
方
向
の
混
雑
が
解
消
さ
れ
、
小
松
市
街
地

の
交
流
が
活
発
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
歩
道
や
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
の
整
備

に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
い
る
。

（
橋
本
正
準
）

10

京ビル、河岸端ビルが開店し、河岸端通りの近代化が進む（昭和47年）（小
松市制50周年記念誌より）

平成14年（2002）に取り壊された陸橋から続く露天商と子供獅子の行列

戦後品不足の中で店を開く河岸端通り 本蓮寺より西を望む（小松
市制50周年記念誌より）
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